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1． この会社が目指している将来の姿が理解できるか 

理解できる。「経済的価値と環境・社会的価値をステークホルダーとともに高め、皆様か

ら信頼・必要とされる企業となる」。同社はリーマンショック以降、財務体質が悪化してお

り、それ以降は新興国の競合により価格競争力が求められるようになった。そのため、利益

が圧迫され営業利益率が低下する状態が続いてきた。2035 年に向けて、NTN が目指すの

は、こうした収益性の改善である。具体的にはアフターマーケット向け売上比率 40％以上、

OEM 向け売上比率 60％を掲げている。こうした目標が数字とともに発表されているのは

よいことだと思う。そして環境・社会的価値においてはカーボンニュートラルの達成、豊か

な人づくりの実現が目標に設定されている。 

 

2． この会社の現在の競争優位性が理解できるか 

理解できる。NTN 株式会社の競争優位性は 3 つあり、「独創的技術」「品質」「サービス」

だ。トライポロジー技術やセンシング技術といった会社独自の技術において同社は強みを

持っている。また、品質についても同社の歴史や表彰歴とともに品質の高さが謳われている。

そしてサービス面においては国内のベアリングアフターマーケットでシェア No.1 である

点、世界で 34 か国、200 拠点を同社が持っていることがアピールされていた。数字として

同社の強みがアピールされている。 

 



3．その競争優位性に持続性があるかどうか理解できるか 

理解できる。持続性は「将来の方向性」「価値創造プロセス」によって説明されていると

考える。 

1. 独創的技術について 

(ア) トライポロジー技術 

省電費・省燃費を実現する低フリクション化と高速回転に耐える商品開発 

(イ) センシング技術 

自動運転やシェアリングなど CASE の市場要求に対応に加え、、ベアリングの寿命

を予測する AI アルゴリズムの開発など、単に軸受けを作るだけではない領域へ進

出しようとしている。 

2. 品質について 

(ア) 商品の品質 

独創的技術に加えて、IoT や AI を活用した品質管理の高度化、NTN の品質管理

を NTN ブランドとして確保する。 

(イ) 人、仕事の質 

世界中の従業員に企業理念が浸透、目標達成に向けて「自ら考え、自ら行動する」

人材の育成を強化 

3. サービスについて 

(ア) グローバルネットワーク 

中東・アフリカへの販売などの体制整備、バーチャルツールの活用による顧客サ

ポート体制の充実 

(イ) 課題解決型の顧客対応 

ビッグデータの活用、データ分析に依るレポートサービスの拡大 

 



4．この会社で自身の人的資本の価値向上を達成できると思うか 

はい。NTN の人材戦略についても統合報告書内で記載があり、納得できる内容である。

『当社グループでは、ESG 課題のひとつとして「豊かな人づくり」を掲げています。従業

員が事業活動を通じて「成長」し、「イキイキと働く」ことができる企業グループであり続

けるように企業文化を育み、人事制度や職場環境を整え人的資本の価値を最大限引き出し、

成長させることで持続的に企業価値を向上させます。』具体的に豊かとはどのようなことを

指しているのだろうか。 

 同社は豊かな人材を作るために「５つの柱」を掲げている。「変革に挑戦する次世代を担

う人材の確保」「社員の多様性を尊重した働きがいのある環境づくり」「職場の学ぶ文化と育

成する風土の醸成」「安全・健康に働きイノベーティブな発想ができる職場環境の実現」「人

権の尊重」の５つだ。この 5 つのことを達成することを同社は「豊か」と呼んでいる。私は

この中でも変革への挑戦に着目したい。NTN は従業員に変革をもたらすため、どのような

取り組みを行っているのか。報告書には『管理職層の新人事制度に おいて、目標管理制度

におけるチャレンジ目標や適時フォローの制度化による達成意欲の醸成、業績評価と処遇 

反映の仕組みの見直しによる施策必達に対するインセンティブ強化を実施した。』とある。

この取り組みを私は評価する。管理職にそうしたインセンティブを与えることで、若手の従

業員が新しいアイデアを発言しやすくなり、企業としても良い結果につながるのではない

だろうか。 

とはいえ、役員と管理職の間の繋がりについても取り組みが求められるところであると

思う。会社役員がしっかりと責任をもって新しいアイデアを守る姿勢を見せなければ、管理

職の負担が重くなってしまうため、会社の上層部もしっかり責任を取る制度を作る必要が

あると考える。。 

 

5．報告書のよかった点はどこか、どのような改善余地があるか 

良かった点 

 抽象的ではなく実績、目標を数字とともに提示していたことが評価できる。また、収益性

の向上という同社最大の課題に対しても具体的な数字目標とともに改善していく意思が感

じ取れた。 

 一方で人的資本の向上に関しては記述がやや足りていないように思う。納得できる内容

ではあるが、従業員一人一人のやる気を引き出すようなものではないうえ、前述の通り、管

理職への負担が重いと感じる。定量的に評価が難しいため、私から解決策を申し上げること

はできないが、新規事業の立ち上げや、特許数の増加などで、新しい NTN を株主をはじめ

とするステークホルダーに見せてほしい。 

 

以 上 
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